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•本製品は日本国内専用に製造および跟売されています。 

• 本製品は曰本国がでは使巧できません。 

-日本国外で使用された製品によるいかなる問題に巧してち興社は責任を負いかねまず。 

-曰本喊がの国での製品の技術サボートおよびサービスは一切行なっておりません。 

- This product is manufactured and sold for Japanese domestic market only. 

- This product can not be used outside Japan. 

• We have no responsibility for any issues caused by the use of this product outside Japan. 
- We also do not have any technical support and service for this product in other countries. 



はじめに 


設置の手順 


付属品を確認してください。 
(1 ページ） 



本取扱説明書に書かれている安全上のご注意、使用上のお願いをよ<お読み<ださい。 
(3 〜12ぺージ） 



各モードの操作ち法をよくお読みください。 
(17 〜28ぺージ） 



実際に製品をご使用くださし、。 


付属品の確認 


パッケージの中に下のちのがすべてそろっている事をご確認ください。 


• GHV - DF 7 C 本体 

1台 

♦専用 AC アダプタ 

1個 

•専用リモコン 

1台 

•リモコン用ボタン電池 

1個 

参スタンドバー 

1個 

型番： CR 2025 (3 V ) 


♦ 1年間保証書 

1部 

•取扱説明書（本書） 

1部 
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安全上のご注意 


安全に正し<ぉ使いいただ<ために 


この取扱説明書は、製品を安全に正しくお使いいただ走、あなたや他の人々への危害や財産への損害 
を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。 

その表示と意味は;欠のよラになっています。表示の内容をよく理解してから本文をお読みください。 


■表示の説明 


A 警告 
A をち 


この表示を無視して誤った取0扱いをすると、人び死亡または重傷を負ラ可能性び想定される 
内容を示していまず。 


この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人び傷害を負ラ可能性び想定される内容、およ 
び物的損害の発生び想定される内容を示していまず。 


なお、么 ま* に記載された事県及び本艾中のを意事項でマークの無いま意事項でも状況によっては、 
重大な結果に結びつく可能性があります。必ず「ご使用上のを意」を守ってください。 


■絵表示の例 

A 記号は注意（警告を含む）しなければならない内容であることをおしています。 
/ 7 \ 図の中に具体的な;主意巧容（左図の場を は 感電注意）び描かれていまず。 


豪 


0記号は禁止（やってはいけないこと）を示しています。 

図の中やお<に具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）び描かれていまず。 


• 記号は行動を強制したり指示する内容を示しています。 

図の中や近くに具体的な指示内容（左図の場合は電源プラグをコンセントから抜く）び描かれていまず。 
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A 宙吿 (もし興 w が & こったら) 


を 

プラグを抜く 


•煙が出ていたり、変なにおいや音がするとをは、すぐに電源スイッチをオフにし、専用 
AC アダプタをコンセントか5抜く 

そのまま使用ずると火災■感電の原因となりまず。煙び出なくなるのを確認し、販売店または弊社カスタマサ 
ポートに修理をご依頼ください。お客様による修理は危険ですから絶対おやめください。 


•内部に水や異物が入った場合は、すぐに電源スイッチをオフにし、専用 AC アダプタを 
0^ ]ンセントからあく 

プラグを抜く そのままなちずると火が-感胃の原 S とな0まず。販売ちまたは弊せカスタスサポートにご連絡<ださし、 


0 ^ •落としたり、キャビネットを破損した場合は、すぐに電源スイッチをオフにし、専用 
AC アダプタをコンセントか5抜く 

フラグを抜く そのまま使用ずると义:が-感電の原因とな D ます。販売店または^せカスタ7サ ポー トにご連絡ください。 


0 ^ •専用 A C アダプタのコードげ傷んだり、電源プラグが発熱したときは、すぐに電源スイッ 
チをオフにし、 コー ドや電源プラグび冷えたのを確認してコンセントか5抜く 

フラグを抜く そのまま使用ずると火が-感電の原因とな0まず。販売店または^なカスタ7サポートにご連絡<ださい。 
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A 含吿 


電源について 


0 

1 OOVi ^ U が禁止 


♦専用 A C アダプタをおず交流]日日ボルト（已日/目日 Hz ) のコンセントに接続する 

交流]日0ボルト总がを使用すると、火が■感電の原因となります。また、たこ足配線等で、コンセントや 
配線器具の定格を超えて使用しないでください。発熱による火災の原因となります。 


•[! 外で使用しない 

この機器を使用できるのは日本国内のみです。船舶などの直流の C ) 電源には接続しないでください。火が 
5 S|L の原因となります。 


0 ^ •専用 AC アダプタの]日日 V 入力端テおよび端テの付おにほこりや金属物が付着してい 
Pt ^ る場含は、電源プラグを巧いてから乾いた布で取り除く 

そのまま使巧すると火が-感電の原因となります。また、電源プラグにほこりびたまると自然発火（トラツキ 
ング現象）を起こすことび巧日れています。年に数回、定期的にプラグのほこりを取り除いてください。 


〇 ♦専用 AC アダプタのコードの上に重いちのをのせない 

コードが本機の下敷きにならないようにしてください。また、電源コードび引っ張られないようにしてくださ 
し、コードび傷ついて、火災■感電の原因となります。コードの上を敷物などで覆うことにより、それに気づ 
かず、重い物をのせてしまラことびあります。 


•専用 A C アダプタのコードは 


〇 


•傷つけたり、延長するなど加工したり、加熱したりしない 

■引っ張ったり、はさんだりしない 

•無理に巧げたり、ねじったり、束ねたりしない 

コードび破損して火が-感電の原因となります。コードび傷んだ日（な線の露出、断線など)、販売店または 
弊社カスタマサポートに交換をご依頼ください。 
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A 含吿 


設置について 


0 


>ぐ6ついた台の上や傾いたところなど、不安定な場所や振動のある場所に置かない 

本磯び落ちたり、倒れたりしてけがの原因となることびありまず。 


禁止 


(§) 

風呂場’シャワ-室 
での使用禁止 


>風呂場-シャワー室など、水のかかる恐れのある場所では使用しない 

火災■感電-また故障の原因となりまず。 




い X が入ったり、城らさないよラにする 

本機は屋内専巧に設計されております。姐らさないよラにご注意ください。内部に水び入ると、火が-感電 
水ぬ止の原因となります。 


使庙について 


>修理-改造-分解はしない 

本機のキャビネットをがしたり、改造したりしないでください。内部には、電圧の高い部分びあり、火災■感 
電の原因とな0ます。内部の点検-整備-修理は販売店または弊社カスタマサポートにご依頼ください。 




ぬれ手禁止 


>说れた手で専用 AC アダプタの電源プラグを抜さ差ししない 

感電の原因となることびあります。 


〇 ♦異物を挿入しない 

各メディアのス□ットや通風孔から、內部に金属類や燃えやずいものなどを差し込んだり、落とし込んだりし 
な止 なし、でくだ'3し、。 A が-感胃®原 S とな C まず。特にお？ネ壶(7)し'1^こ’家庭ではこ。ミ主胃くだ'3し、。 


接触禁止 


>雷が鳴り出した5製品本体や専用 AC アダプタに触れない 

感電の原因となります。 


白 


















A をを 


設置について 


〇 ♦専用 AC アダプタの電源プラグはコンセントに根元まで確実に差し込む 

差し込みび不完全ですと、発熱したり、ほこりび付着して火災の原因となることびあります。また、電源ブラ 
ぶず行 S グの刃に触れると感電ずることびあ0ます。 


0 ♦専用 AC アダプタの電源プラグは、根元まで差し込んでをゆるみげあるコンセントに接 
続しない 

禁止 発熱して火がの原因となることびあります。販売店や電気工事店にコンセントの交換を依頼してください。 


〇 

禁止 


♦専用 AC アダプタの電源プラグを抜く時は、電源コードを引っ張5ない 

コードび傷つき火災-感電の原因となることびあります。必ずプラグを持って抜いてください。 


〇 ♦専用 A C アダプタの電源コードを熱器具に近づけない 

コードの被&くび溶けて、 火が. 感電の原因となることびあります。 

禁止 


〇 参温度が高い場所に置かない 

窓を閉め切った自動車の中や直射日光び当たる場所、ストープの近くなど、異常に温度び高くなる場所に放置 
しないでください。火災の原因となることびあります。また、破損、テの他部品の劣化や破損の原因となるこ 
とがありまず。 


〇 •調理台や加湿器のそばなど、油煙、湿気、ほこりのをい場所に置かない 

電気び油や水分、ほこりを伝わり、火が■感電の原因となることびあります。また、たばこの煙などを機器 
ぉ5 1卜 の故障の原因になることびあります。 


•移動させる場合は、電源スイッチを切り、必ず専用 A C アダプタの電源プラグをコンセ 
ントか5抜さ、外部の接続コードを外してか5行う 

プラグか巧く コードび傷つさ火災-感電の原因となることがあ0ます。 
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A をを 


使庙について 


0 •長時間音が歪んだ状態で使わない 

スピーカー等び発熱し、火災の原因となることびありまず。 

禁止 


A •本機に乗ったりしない 

特におモ様はご注意<ださい。倒れたり、こわれたりしてけびの原因となることびありまず。 

ミ主意 


® •音量を上げすざない 

音量を上ばずざると、耳への刺激で聴力に悪い穀響を与えたり、ご近所の迷惑にな0ます。特に夜間は、曰 
卜 中よりも音量を下げるようにしてください。 


0 ^ •旅行などで長期間ご使用にならない時は、安全のためおず専用 A C アダプタの電源プラ 
グをコンセントから巧く 

通電状態で放置、保管ずると、絶緑祟化、漏電などにより、また万一故障したとき、火災の原因となることび 
フラグををくぁりまず。 
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A をを 


モコン庙の電ミ也について 


〇 


禁止 


>指定外の電池は使用しない 

巧斤しい電池とちい電池、種類の違ラ電池を使用しない 

電池の破裂、液ちれにより、火災-けびや周囲を巧損する原因となることびあります。 


A 


>極性表示（プラス （+) マイナス（一）の向き）にミ主意し、表示通りに入れる 

間違えると、電池の破裂、液われにより、火災■けびや周囲を巧損ずる原因となることびあります。 


を意 


〇 

電池を取出す 


>長時間使用しない時は、電油を取り出す 

>電池に表示されている[使用推奨期限]を超ざたり、使い切った電池は入れておかない 

電池から液びちれて火が•けびや周囲を巧損する原因となることびありまず。ちし液びちれた場合は、電油ケー 
スについた液に直接触れずによくふきとってから新しい電池を入れてください。また万一、液び皮房やま服に 
ついた時は、すぐにきれいな水で洗い流してください。液び目に入った時は、ずぐにきれいな水で洗い、医師 
の治療を受けてください。 


0 

禁止 


•充電-加熱-分解-ショートしたり、水や火の中に入れない 

電池の破裂、液をれによ0、火災-けびの原因となることびありまず。 


A 


保守-点検について 


>定期的に通風孔や各メディアのス□ットなどのほこりを取り除いてください 

ほこりびたまったまま長い時間掃除をしないと、乂災や巧障の原因となることがありまず。 


を意 


•お手入れの際は安全のために、専用 A C アダプタの電源プラグをコンセントから抜いて 
わてください 

注意 感電の原因となることびありまず。 


9 

















使用上のお願い 



♦動作中に専用 AC アダプタの電源コードを抜いてしまラと、本磯び故障した0、メディア （SD メモリーカード等）のデー 
夕を破損する恐れびあります。動作中には専巧冉 C アダプタを外さないでください。外す前には必ず電源を OFF にしてく 
ださい。 


置き場巧についてのごま意 

♦本機は水平で安定した場所を選んで設置して<ださい。ぐらぐらずる机や、傾いている所など不安定な場所では使わないで 
<ださい。故障の原因とな0ます。 

♦本磯を設置ずる場所は、本機の重さに十分に耐えられることを確認してください。 

♦本機び落下した場をにけびの原因となるため、高い場所への設置はしないでください。 

•テレビやカラーモニターの上に本機を設置しないでください。ビデオデッキなど、磁気の影響を受けやずい機器とは離して 
設置して < ださい。 

♦本機をテレビやラジオ、ビデオの近くに置いた場合、本機を使用中に画像や音声に悪い影響を与えることびあります。万一 
このよラな症状び発生した場合は、テレビやラジオ、ビデオからできるだけ離してください。 

♦次のよラな場所は避けてください。 

-直射日光のあたる戸斤 
-湿気の多い所や風通しの悪い戸斤 
-極端に量い所や寒い所、急激な温度変化のある場所 
-振動のある巧 
-ほこりの多し、所 

-油煙、蒸気、熱などびあたる巧（台所など） 
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上に物をのせない 

♦本機の上に物をのせないでください。 


本機を移動ずる場合のごミ主意 

♦本機を移動したり捆包したりずる場をは、必ずメディアのス n ットにほこりび入らないよラにしてください。また各ス n ッ 
卜に巧応:><ディアを入れたまま移動しまずと、故障の原因となる場合びあ0ます。 


使わないときは電源を切っておく 

•各ス n ットから対応メディアを取り出し、電源スイッチを切っておいてください。 

•長時間使用しないときは、専用 AC アダプタの電源プラグを抜いてください。 

♦テレビ放送やラジオ放送の電波が態により、本磯の電源を入れたままテレビやラジオにおづけると、画面にしま模様びでた 
り、雑音び出たりずる場合びあります。このよラな場合は本機の電源を切ってください。 


その他のごま意 

•殺虫剤や揮発性のをのをかけたりしないでください。 

♦コムやビニール製品を長時間触れさせることは、キャビネットを傷めますので避けてください。変色したり、印刷、塗装び 
はげるなどの原因となりまず。 

•長時間ご使用になっていると、天板や後部びるか熱くなりますび、巧障ではありません。 


製品のお手入れについて 

•キャビネットや操作パネル部分のよごれは、柔らかい巧でからぶきしてください。 

♦よごれびひどい場合は、柔らかい巧を水で己〜6倍に薄めた中性洗剤に讀して、よく絞ってからよごれをふきとり、その後 
乾いた布でからぶをしてください。 

♦アルコール、シンナー、ベンジンなどは絶础こ使用しないでください。変色したり、印刷、塗装びはげるなどの原因となりまず。 
•化学ぞラきんをお使いの場合は、化学ぞラきんに添付の注意事頂をよくお読みください。 

♦お手入れの隙は、専巧冉 C アダプタをコンセントから抜いてください。 
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結露について 

結露は対応;><ディアや本磯を傷めます。よくお読みください。 

ぞ季などに本機を章い所から暖かい室巧に持ち込んだり、本磯を設置した部屋の温度を暖房などで急に上げたりすると、内部 
に水滴びつきまず（結露)。結露したままでは本機は正常に動作しません。結露のが態にをよりますび、本機の専用 AC アダ 
フタの電源コードを抜いた状態で数時間放置し、完全に乾燥ずるまで待ってから電源を入れてください。また、夏でを、エア 
コンなどの風び本機に直接あたると結露びおこることびあります。その場合は、本機の設置場所を変えてください。 

結露はこんなとさにおをます。 

-本機を寒いところから急に瞳かいところに移動したとき 

-暖房を始めたばかりの部屋や、エアコンなどの冷風び直接あたるところで使用したとさ 
-夏季に;令房のをいた部屋や車内などか5急に温度-湿度の高いところに移動して使用したとを 
-湯気び立ちこめるなど、湿気の多い部屋で使用したとき 

結露がおきそラなときは、本機をすぐにご使用にならないでください。 

-結露びおきた状態で本機をお使いになりまずと、本機を構成する部品を傷めることびありまず。 


巧責事項について 

♦火が、地震、第兰者による行為、その他の事故、お客様の故意または過失、誤巧、その他異常な条件下での使用によりをじ 
た障害に関して、弊社は一切の責任を負いません。 

♦本製品の使用または使用不能から生ずる付随的な障害（事業利益の損失、事業の中断、記録内容の変化-消失など）に関して、 
弊社は一切の責任を負いません。 

参取扱説明書の記載内容を守らないことにより生じた損害に関して、牌社は一切の責任を負いません。 

♦醉社び関与しない接続機器、ソフトウェアなどとの意図しない組みをわせによる誤動作や/ V ングアップなどから生じた損害 
に関して、體社は一切の責任を負いません。 
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巧応メディアについて 


メディアの巧応 


本機で対応しているメディアは;欠のものびありまず。 

■ SD 方モ U —カード . SDHC ；)<5 i 」 ーカード 

’方モ U —スティック - US 目フラッシュメモ I 」 


•全ての 「 SD ；>< モリーカード 」 「SDHC メモ U - 力ード」「メモ1」ースティック」 「 US 目フラッシュメモ U 」 の動作保証を 
するちのではあ0ません。 

♦本磯で min 倍 D カード、 microSD カードをご使用される場合は、市販の変換アダプタび必要です。 

• MMC (マルチ^ディアカード）での動作保証はしておりません。 

•SD メモ U — 力ード、 min に□力ード、 microSD 力ードは SD 冉 ssociation の商標でず。 

♦SD □ご [、 SDHC □ご[は商標でず。 

S み 



各メディアのお手入れについて 

•各メディアの接点に指紋、ほこ0などのよごれび付<と、再生でさなくなったり故障の原因となります。このよラなとさは、 
柔らかい巧で軽く巧いてください。 

♦シンナーやベンジンなど、揮発性の薬品は絶对に使用しないでください。 

•静電気防止剤などは使用できません。メディアを傷める原因となります。 


各メディアの保管について 

♦高温の場所や直射日光の当たる場所、極端に温度の低い撮所を避けて保管してください。 
•浴室や加湿器のそばなど、湿気やほこりのをい場所を避けて保管してください。 

•各メディアは必ず専用ケースに入れて保菅してください。 

♦鲁;< ディアに付属していている注意書は必ずお読みください。 
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ファイルについて 


再生でさるファイル 


本機で再生できるファイル形式は下の通りになりまず。 

画像 」 PEG、BMP 

音楽 MP 3( CBR / V 巳 R )、 WMA ( CBR ) 

ムービー M - JPEG ( avi ) 


参対応形式であってち、全てのファイル再生を保証するものではありません。 


蓄作権について 


♦テレビ、インターネット、 CD などか日録画-録音したメディアのコンテンツを無断で複製、放送、上演、有線放送、公開演奏、 
レンタル（有償、無償を問わず）することは法律により禁じられていまず。 

♦デジタルカメラなどで撮影した画像データは個人として楽しむなど挺が、著作権上権利者に無断で使巧でをません。 
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各部のなまえ 




mm 



5 4 3 21 






をめ をを© 


////////////// 


10 


2 

3 

4 
巳 
6 

7 

8 
9 

10 


【再生/一時停止】ボタン 
【早戻し】ボタン 
【早送り】ボタン 
【戻る】ボタン 
【 MODE 】 ボタン 
USB ポート 

SD / MS 力ードスロット 
DC ジャック 
リモコン受光部（前面部） 
スピーカー 


再生/一時停止をしまず 

カーソルの左移動、早戻しをします 

カーソルのち移動、早送りをします 

1つ前の画面に戻りまず 

；><インニュー画面を表おしまず 

USB フラッシュ;^モリを挿しまず 

SD メモ1」一力ード、メモリースティックを挿します 

専用 AC アダフタを接続しまず 

I 」モコンから操作を受信しまず 

音声び出力します 


各部名称 


iii 言 is 

叫。 


^じ◎口 


一呈霞言言 I 


15 




































































































1 

2 

3 

4 

已 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 


リモコン 


に N /0 F 鬥ボタン 
【メニュー】ボタン 
【カレンダー】ボタン 
【設定】ボタン 
【ズーム/ I 」ピート】ボタン 
【戻る】ボタン 
【上】ボタン 
【左】ボタン 
【下】ボタン 
【ち】ボタン 
じ央定】ボタン 
【回転/イコライヴ】ボタン 
【再を/一時停止】ボタン 
【消音】ボタン 
【音量+】ボタン 
【音量一】ボタン 


電源の ON/OFF (スタンバイ）をします 
イン;ニュー画面を表示しまず 
カレンダーを表示しまず 
設定;/ニューを表示しまず 
画像のズームと U ピートモードの蜜更をしまず 
1つ前の画面に戻りまず 
カーソルび上に移動しまず 
カーソルび左に移動しまず 
カーソルび下に移動しまず 
カーソルびちに移動します 
各項目で巧定を行います 
画像の回転とイコライヴの変更をしまず 
再生/一時停止をしまず 
消音しまず 
音量を上げます 
音量を下げます 


3 4 日 9 W 巧 W 
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昼本操作 



本機ち側面の DC ジャックに付属の AC アダプタを接続します。 

DC IN 画面に 「 GAUDU の□ゴび表示された後、メイン文ニューび表示されまず。 

電源をオフにずるには 

© 

^ スタンバイ状態から本機ち側面の DC ジャックを取りがします。 

DC IN 

♦故障の恐れびありまずので、スタンバイ状態から行ってください。 

スタンバイが態にずるには 

ON/OFF 

本機の電源がオンの状態からリモコンのに N / OFF 】 ボタンを押すとスタンバイにできまず。 

スタンバイ状態か日復帰ずるには 

ON/OFF 

本機の電源びスタンバイ状態からリモコンの 【 ON / OFF 】 ボタンを押ずと復帰できまず。 
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メインメニュー 


本機の電源をオンにし、 「 GAUDI 」 の□づび表示された後に表示される画面び、メインメニューです。 

I 」モコンカーソルの【左】/【ち】ボタンで各モードを選択して【決定】ボタンを押すと、開くことびでをます。 



フオト ：画像ファイルのスライドショーを表示します 

ムービー ：動画ファイルの一覽を表示して再をしまず 

ミュージック ：音楽ファイルの一覧を表おして再生します 

カレンダー ：カレンダーを表示します 

設定 ：本機の設定を変更しまず 


♦※を！については r 読み込みメディアの変更」 （ P .19) にて解説いたします。 


各モード時の共通操作 



备モードよりメインメニューに戻るには、リモコンの辰る】ボタン、またはいニュー】ボタンを押してくださし、。 


© カレンダーを表示するには、リモコンの【カレンダー】ボタンを押してください。善モードからでをボタンを 
巧すと表示でをます。 

© 設定画面を表示するには、リモコンの【設固ボタンを押してください。各モードからでもボタンを押ずと表 
おできます。 
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読み込みメディアの変更 

本項目では「50><モ|」ーカード」「方モ U - スティック」 「 USB フラッシュ;^モリ」の読み込みメディアの変更方法を紹介 
しまず。 

rsD ^ モリーカード」「メモリースティック」は本磯の仕様上、同ース□ットになりますので、同時挿入はでをません。 

© 方インメニューび表示されている状態から、 I 」モコンの【戻る】ボタンを押してください。 （ P .18) の r ※注1」の項 
目にカーソルび孩動しまず。 

( SD / MS ^ —— rsD ^ モリーカード」/「メモリースティック」 

【 USB J - 「 USB フラッシュ;><モリ」 



U モコンカーソルの【上】/【下】ボタンで選択して、【ミ夫定】ボタンを巧すと選巧したメディアび読み込まれます。 



•な降の解説については 「SD メモ1」ーカード」 「 y モ U — スティック」 「 USB フラッシュメモリ」をメディアと表記いたし 
まずので、ご使用の>^ディアに置を換えてお読みください。 

•全ての^ディアの動作を保証するちのではあ0ません。 
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r フオト」モード 


r フオト」モード（基本操作編) 



本項目では「フォト」モードの基本操作方法を紹介します。 


スライドショーを再生ずる 

みを''^ 方イン方ニューから「フオト」①項目を選択して、 I 」モコン①【決定】ボタンを押すとスライドシヨーび開始されま 

早送り/早戻しずる 



スライドシヨー中に U モコンカーソルの 【ち】 ボタンを巧すと、次の画儘ファイルび表示されまず。 【左】 ボタンを 
押ずと前の画像ファイルび表示されます。 


スライドシヨーを一時停止ずる 



スライドショー中にリモコンの【再生/—時停止】ボタンを巧すと一時停止します。 
スライドシヨーを再開ずるにはちラー度【再生/一時停止】ボタンを押しまず。 


スライドショーを停止ずる 


スライドショー中に1」モコンの【戻る】ボタンを押すとスライドショーび停止しまず。 
(^戻る^ 停止ずるとサムネイル表示(画像ファイルの縮か一覽表示）に切り替わります。 

サムネイル表示については r ヴムネイル表示をする」 （ P .21) をご覧ください。 


♦本機を約 ] 巳砂間操作しないと自動的にスライドショーび開始されます。 

♦メディアに音楽ファイルび収録されている場合は、同時に再生び開始されまず。 

本機の仕様上、スライドシヨー中に音楽ファイルの再生のみは停止できませんので、消音にしたい場合はリモコンの【消音】 
ボタンを押して < ださし、。 
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r フオト」モード（応用操作編) 



本項目では「フォト」モードの応用操作方法を紹介します。 


サムネイル表示をずる 

画像ファイルを縮ルー覧表示（サムネイル）びでさます。 

© スライドシヨー中に U モコンの【戻る】ボタンを巧ずとスライドショーび停止して、サムネイル表示に切り誓わり 
ます。 



•ファイル皂 
-画徹ファイル觸樣度 
-ファイル容量 
-ファイル更新日時 



リモコンのカーソルボタンで表示したい画儘ファイルを選択して【決定】ボタンを押すとスライドショーび表示 
されます。 


参「フォト」モードを選択した時に、はじめからサムネイル表示ごせるには「フォト設定」 { P .30) をご覧ください。 
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スライドショーオフ時の機能 

本項目ではスライドショーオフ時の機能を紹介します。 

スライドショーをオフにずるには「フオト」設定 （ P .30) をご覽くだごい。 


■画像を拡大する 

画像表示中に U モコンの【ズーム / U ピート】ボタンを巧すごとに拡大表示されまず。 

© 拡大率は「12己％」「1目0%」「17日％」に00%」に2己％」に己日％」び選択でき、拡大表示中は U モコンの力ーソ 
ルボタンで表示位置を移動できます。 

通常表示に戻るには U モコンの原る】ボタンを押してください。 


■画像を回転ずる 



画像表示中にリモコンの陋乾/イコライヴ1ボタンを押すごとに時計回りに90度ずつ回転しまず。 


■早送り/早戻しずる 

操作方法は「ムービー」 モー ドと同様になります。 
「早送り/早戻しずる」 （ P .24) をご覧ください。 


♦メイン式ニュー画面で約1日秒間操作しないで、自動的にスライドショーび開始された場合「スライドショーオフ」に設 
定されていてを、本機能は適巧されません。 
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r ムービ ー」 モード 


r ムービー」モード（操作ち法） 



本項目では「ムービー」モードの操作方法を紹介します。 


再生ずる 

方 イン 方 ニユ-から「ム-ビー」の項目を選択して、 U モコンの欧对ボタンを巧すと動画ファイルの-覧び表示 
v_y されます。 


@ XXXX.XXX 


@ XXXX.XXX 

轉 XXXX.XXX 
禮 XXXX.XXX 
熱 XXXX.XXX 


1/5 


ムービ ー 

200 x/xx/xx- 
xx:xx 
xxxxKB 


-ファイル作成日時 
-ファイル容量 


-選択中ファイルま号/総ファイル数 



U モコンの力ーソルの【上】/【下】ボタンで再生したい動画ファイルを 
選択して【決定】ボタンを押すと再生び開始されます。 
【再生/一時停止】ボタンでを同様の操作びできます。 


一時停止ずる 



動画ファイル再生中に U モコンの【再生/一時停止】ボタンを押ずと一時停止します。 
通苗再生に戻るにはもう一度【再生/-時停止】ボタンを押してください。 
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早送り/早戻しずる 



動画ファイル再生中に1」モコンカーソルの【ち】ボタンを押すと、早送り再生されます。 

同様に1」モコンカーソルの【左】ボタンを押すと、早戻し再生されます。 

通常再生に戻るにはをう一度 U モコンカーソルのに】/【も】ボタンを押してくださし、。 


音量調整ずる 



動画ファイル再生中に1」モコンの【音量+】/【音量一】ボタンを巧すと日〜]日の間で音量調整できます。 

消音にするには I 」モコンの【消音】ボタンを押してください。 

消音状態を辭除するには、おラー度【消音】ボタンを押してください。 
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r 三ユージック」モード 


r ミュージック」モード（操作ち法） 



本項目では「ミュージック」モードの操作方法を紹介します。 


再生ずる 

方イン方ニユ—から「ミユ—ジック」の項目を選択して、 I 」モコンの【決定】ボタンを巧すと音楽ファイルの一覧び 
表示されまず。 



-ファイル名 
-ファイル容量 


-再生経過時間/ファイル総時間 
-イコライヴ 


操作ち法について 

操作方法は「ムービー」モードと同様になります。 

「一時停止する」 （ P .23)、 「早送り/早戻しずる」 CP . 吕4)、「音量調整する」 （ P .24) をご覧ください。 
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リピート再生ずる 

@ 音楽ファイル再生中に U モコンの【ズーム/1」ピート】ボタンを巧すごとに政下の U ピートモードび選択できま 

ず。 

リピート ■ ’ ’ をての音楽ファイルを順番に再生し続けます。 

一回 をての音楽つァイルを再生して停止しまず。 

ランダム ■ ’ - 全ての音楽ファイルをランダム再生し続けます。 


音質を変更ずる（イコライザ機能） 


( 回6/ 
、イコライザが 


音楽ファイル再生中にリモコンの【回転/イコライヴ】ボタンを押すごとに政下のよラに音質び変更でさます。 


「ノーマル」一「□ック」一「ポッフ」一「クラシック」一「ソフト」一「ジャズ」一「バス」 
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「カレンダー」モード 


「カレンダー」モード（表示ち法） 


本項目では「カレンダー」の各モードの磯能を紹介します。 
r モード！」〜「モード3」の3つの表示び選択でさまず。 

表あの切り替え方法は「カレンダー設定」 （P.31) をご覧ください。 


♦メディアに音楽ファイルび収録されている場合は、同時に再生が開始されまず。 

本機の仕様上、スライドシヨー中に音楽ファイルの再生のみは停止できませんので、消音にしたい場さはリモコンの【消音】 
ボタンを巧してください。 


♦r モード1」「モード2」のカレンダー表示中は、文ディアに音楽ファイルと画像ファイルび収歸されていると、再生とス 
ライドショーび開始されます。リモコンの【再生/一時停止]ボタンを押ずと一時停止でさまず。（音楽ファイルと、画像ファ 
イルを別々に操作はでをません。） 




操作ち法について 



操作方法は「フオト」モード、「ムービー」モードと同様になります。 

「早送り/早戻しずる」 CP.2 日）、「スライドショーを一時停止する」 （P.2 日）、「音量調整ずる」 CP.24) をご覧ください。 



r カレンダ ー J モード1の表示 


„ メインメニューから「カレンダー」の項目を選択して、リモコンの【決定】ボタンを巧ずとカレンダーび表示されま 

(ikm ] ず。 

ディアに画像ファイルび収録されている場合は、スライドショーび表示されまず。 


カレンダー表示 


1月 




2008 





曰 

月 

火 

水 

木 

金 

± 






① 

2 

3 

4 

5 




6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 




-13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 




20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 




27 

28 

29 

30 

31 











PM 

1 ?: 

!?:3 日一 


スライドショー表示 


時刻表を 


吕7 



















時刻表示 


カレンダー表示 


「カレンダ ー J モード2の表示 

イン^ニューか日「カレンダー」の項目を選択して、リモコンの【決定】ボタン封甲ずとカレンダーび表おされま 
す。 


カレンダー表示- 


時刻表示- 




2008 

1月 

1 

PM 义曜日 

!•コ-の 


1し- 3ご 


スライド シヨー 表示 


「カレンター J モード3の表の 

;><イン^ニューから「カレンダー」の項目を選おして、リモコンの【決定】ボタンを巧ずとカレンダーび表示されま 
す。 



± 5 U W W 
§ 金 4 W 巧 
木 3 W W 
水 2 9 の W 
乂 18 巧の gj 
月 7 W リ巧 
月日 6 U W の 
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本体設定 


①:明るさ 
©コントラスト 

③ :彩度 

④ :色彩 

⑤ ：ガンマ 

⑥ :言語 

⑦ :オートパワーオン 
⑨:オートパワーオフ 

⑨ :オートパワー設定 

⑩ ：1」セット 




]〜 100段階で調整でさます 

1〜1日日段階で調整できまず 

] 〜1日0段階で調整できまず 

1〜10□段階で調整できます 

「 Normal」「Mode 1」 fModeSJ 「 ModeS 」 び選択で 

さます 

r 英語」「日本語」び選択できまず 

「オン」「オフ」と時間を調整できまず 

「オン」「オフ」と時間を調整できます 

r 月曜日〜金曜日」化曜日、日曜日」「一刚を選択で 

さます 

工場出荷時の設定に戻しまず 


システム設定_ 

「明るさ 

コントラスト 

夥度 

色駭 

ガンマ 

言語 

オー ト パワー オン 
オー ト パワー オフ 
オートパワー設定 
リセット 


[ 51_ 

51 

34 

50 

Normal 
曰本語 

オフ AM 09:00 
オフ PM 05:00 
月曜日〜金曜日 
オフ 



設定画面の操作ち法 


本項目では本機の設定変更の操作方法を紹介します。 

文インメニューから「設定」の項目を麗択して、 I 」モコンの【決定】ボタンを押ずと切下のよラな設定画面び 
表示されます。 

リモコンの【設定】ボタンでも同様に設定画面び開きまず。 



システム設定 


①⑤⑤④⑥⑥⑦⑧⑨⑩ 
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①:再生モード 

⑤:画面設定 
⑤: スライ ド シヨー 間隔 

感: スライドシヨー効果 


⑥:スラィドショーリピート 


f スライドシヨーオン」 I スライドシヨーオフ」 I サムネイル表 
あ」び違択でさまず 

「通常表尉け広大表尉 r フルスク U - ン」び選択できまず 
r 巳 Sec」n OSecjn 己 Sec 」 r 3 日 Sec 」 「1 Min 」 「已 Min 」 

「 1 5Minjri Hourjn Day 」 び選択できまず 
r ランダム」 r オフ」「ボックスワイス「スパイラル」「ク□ス」 
「グ U ッド」 r ランダムストライブ」 r ブラインド」「エレガント」 
「パーティション」「チェッカーワイフ」び選択できます 
r オン」 r オフ」び選択できます 


フオト設定 


I 再をモード 


スライドシヨ ー オン 



画面設定 通常表示 

スライドショー間隔 5 Sec , 

スライドショー効果 ランダム 

スライドシヨーリピート オン 


フオト設定 


①②⑤④⑥ 
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カレンダー設定 


I 再をモード 


モ—ド1 



曰付 

時刻表示 
時刻設定 


2008/01/01 
12時間表术 
PM 12:09 


①:再生モード 
獻日付 

③ :時刻表示 

④ :時刻設定 


I モード1」 I モード2」 f モード3」び選巧でさます 
日付(年/月/日）が設定できまず 
n 2 時間表示」「吕 4 時間表示」び選おできます 
時刻び設定できまず 


ムービー 設定 



-① 


①:再生モード 


「一回」 「 u ピート」「ランダム」び選択できます 


カレンダー設定 


①②③④ 
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二 a 


ジック設定 



① :イコライヴ 

② :再生モード 


r ノーマル」「バス」 r ジャ刃 r ソフト」「クラシック」 
r ポッフ」「ロック」び選ができます 
r 一回」 n 」 ピート」 r ランダム」び選択できまず 
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トラブルシューティング 



故障かな？と思った5 


電源び入らない 

♦AC アダプタのプラグをコンセントへしっかりと差し込まれているか確認してください。 

映像び映らない 

• 1」モコンを操作して電源を入れたことを確認して < ださし、。 

♦本機で対応している;ディアとファイルお式か確認してください。 

再生でをない 

♦本機で再生でさる^ディアか確認して < ださい。 

•；>^ディアびミちれていないか確認してください。 

よごれている場合は、きれいにふいてください。 

♦；^ディアび正しく本体にセットされているか確認してください。 

♦メディアに収録されているファイルび本磯で再生できるわのか確認してください。 

♦寒いところから急に暖かいところに持ってをたときなどに、本体内部に露び付くことびありま 

す。 1 〜 2 時間放置してください。 

音声び出ない 

•音量レベルを確認してください。 

•消音になっていないか確認してください。 

•本機で対応しているメディアとファイル形式か確認してください。 

U モコンびさかない 

♦電池の+、一の向きを確認してください。 


♦電池び消耗している場合は新しいをのと交換して<ださい。 
•1」モコンを本機の受光部に向けて操作して < ださい。 

♦1」モコンと受光部の間の障害物を取り除いてください。 
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その他 



仕様 


製品型番 

GHV - DF 7 C 

スクリーン 

7インチ LCD (1 巨： 9) 

解像度 

480 x 234 pixels 

コントラスト比 

300:1 

輝度 

2己 Ocd / ni 

再生可能メディア 

SD (8 MB 〜 2 GB )/ SDHC (4 G 巨〜 32 G 目)/ MS (32 MB 〜2白 B )/ USB (8 GB まで） 

再生巧能フォーマット 

JPEG / BMP / MP 3( CBR / VBR )/ WMA ( CBR )/ M - JPEG ( avi ) 

対応言語 

曰本語/英語 

電源 

已 V /1. 日 A 1日日〜24 0 V 己0/目 0 Hz ( AC アダフタより給電） 

消費電力 

己 W 

搭載端子 

US 巳入力端テ、 SD / MS 力ードス□ット 

スピーカー 

]W 2基 

動作温度範圓 

一己で〜4己で 

動作湿度範園 

己％〜8己％(結露なをこと） 

外形寸法 

W 230 X D 3 日 X H ] 巨4 ( mm ) 

重量 

約387旨（本体のみ） 


製品構成 - GHV - DF 7 C 本体 ] 台 


’専用 U モコン ] 個 

-スタンドバー ] 本 

’専用 AC アダプタ ] 個 

■ U モコン用ボタン電池 ] 個 

型番： CR 2025 (3 V ) 

■ 1年間保証書 ] 部 

’取扱説明書（本書） ] 部 


仕様および本機のデヴインは、改良のため予告なしに変更することがあります。 
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故障修理について 


故障-修理についてのお問合せは、下記のサービス窓口にてご相談ください。 


ヴポート窓 □ 

グ U — ン A ウステクニカルサポート 

URL 

http://www.green-house.co.jp/ 

サポートダイヤル 

03-已421-已749 

受付時間 

10:00〜12:00/1 3:00〜17:00 (與巧営業曰のみ） 

FAX 

03-曰42 1-2 吕巨6 (吕4日寺間受た n 

住所 

干 153-0013 東京都巧谷区恵比寿 1- 吕 0-2 吕兰宣ビル斗階 


テクニカルヴポートダイヤルの時間は、予告なく変更ずる場合があります。ご確認はホームページにてお願い致します。 
サポートを受ける為にはユーザー登録びが要になりまず。当社ホームページよ0ご登緑お願い致しまず。 

ご使用上のご質問、お問い合わせは当社ホームページ内のお問い含わせフオームよりお願い致しまず。 
(http://www.green-hQuse.co.jp/support/index.html) 


♦本書の内容の一部又は全部を無断転載ずることは固くお断り致します。 

♦本書の内容については将来予告なしに変更することびあ0ます。 

♦本書に記載した尝社名-商品名は、各社の商標又は登録商標でず。 

♦本書の内容については万全を期して作成いたしましたび、万一誤0や記載漏れ等お気づをの点びあ0ましたら、お買い上げの 
販売店までご連絡<ださい。 

♦乱 T 、 落 T はお取替えいたしまずので、お買い上げの販売店までご連絡ください。 
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乘 GAUDI 


AcREEN HOUSE 株式会社グリーン八ウス 

〒1日 0-00 13東京都;'安谷区恵比寿 1-20- 22兰富ビル 4 F 

テクニカルサポートダイヤル TEL : 03-5421-0580 

グリーン八ウスホームぺージ： http :// www . areen - house . cojp / 




